情報科学科　D2　中林太美世

女性科学者セミナー（宮地先生分）実施報告書

日時　：2007/10/29(月)　16:30-18:00

場所　：G棟302教室

出席者：講師・スタッフを含め計４６名

講師　：宮地充子教授（北陸先端技術大学院大学）

講演テーマ：「楕円曲線を用いた暗号の最近の研究動向」(16:30-18:00)

講演概要・所感：

ネットワークの普及に伴い重要になる情報セキュリティ、公開鍵暗号の基礎理論となる数論アルゴリズムに関する研究動向について講演いただいた。講演内容は、情報セキュリティ基礎理論から始まり、身近な情報セキュリティ技術を利用した製品例の紹介、様々な公開鍵暗号と共通鍵暗号の原理と性質、未解決問題まで多岐にわたる紹介があった。中でも、楕円曲線暗号は鍵サイズが小さく、非常に脚光を浴びており、興味深い公開鍵暗号である。情報セキュリティは、数学を含む総合科学と密接な関係があることを認識するとともに、業界の最新の研究・技術動向を知ることができた。

また、講演の最後に、講演者の企業（松下電器産業）での職務経験を交えながら、身近な女性先端科学者としての抱負と学生たちへのメッセージをいただいた。
 

